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本庄市について（概要）

人 口 ８２，４５９人 （H20.4.1現在）

世帯数 ３２，１６７世帯 （ 〃 ）

面 積 ８９．７１㎢

位置・地勢

東京から80km圏／埼玉県の西北に位置する／地形は概ね平坦

で安定した地盤／南西部は、500ｍ級の山々が連なる山間地

沿 革

16世紀に築かれた本庄城が起源

→中山道最大の宿場町
→まゆや生糸、農産物の集散地
→工業団地の造成による企業誘致促進
→首都圏への農産物供給基地
→平成18年1月10日合併
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本庄市の位置



4

本庄市について（地域資源）

地域資源
■文化・伝承
江戸時代の盲目の国学者塙保己一生誕の地（埼玉県内の市町村で最多
の偉人輩出数） ／指定文化財127件／伝統・芸能（北関東随一の本庄
まつりを始めとする、年間20を超えるまつり）／中山道最大の宿場
町／遷都論

■工業・産業・農業等
３つの工業団地（多種多様な産業の集積）／近郊農業（低農薬・減化学
肥料の野菜栽培、有機１００倍運動・埼玉県内有数の野菜産地）

■その他
早稲田大学との連携／ 早稲田リサーチパーク／ 本庄新都心地区／
交通基盤（上越新幹線本庄早稲田・ ＪＲ高崎線本庄駅・八高線児玉駅・
関越自動車道本庄児玉インターチェンジ・ 国道１７号・２５４号・４６２号
などの幹線道路網）／利根川／７つの個性豊かな高校／豊かな自然、
地震や風水害など災害の少ない平坦な地形と固い地盤
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関越自動車道本庄児玉ＩＣ関越自動車道本庄児玉ＩＣ
○○練馬から練馬から４４５分５分

（（H24H24には東北自動車道にもつながり、には東北自動車道にもつながり、

国道１７号バイパスも開通予定！）国道１７号バイパスも開通予定！）

上越新幹線本庄早稲田駅上越新幹線本庄早稲田駅
○○東京から５０分東京から５０分
○○大宮から２５分大宮から２５分
○○新潟から９０分新潟から９０分

ＪＲ高崎線本庄駅ＪＲ高崎線本庄駅
○○上野から７０分上野から７０分
((ＨＨ2121東京駅乗り入れ予定東京駅乗り入れ予定))

○○新宿から９０分新宿から９０分
((湘南新宿ライン湘南新宿ライン))

ＪＲ八高線児玉駅ＪＲ八高線児玉駅

交通条件
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本市の抱える課題と傾向

少子高齢化の現況と課題
■山間部・辺地地区

山間部の荒廃／遊休農地／保育所閉鎖／整備コスト
■商店街の衰退・シャッター通り化

経営者の高齢化／後継者不在
■財政面への影響

税収減／扶助費の拡大／行政に求められる業務増」

中心市街地の現況と課題
■本庄駅北口の空洞化

空き家／駐車場の増加／人口減／商店街の衰退
■密集市街地

狭あい道路／重点密集市街地

本庄都市計画と児玉都市計画
■２つの都市計画の問題

①本庄都市計画（旧本庄市） → 区域区分（線引きあり）
②児玉都市計画（旧児玉町） → 区域区分未定（線引きなし）

地域による格差／区域区分を定める場合の課題／都市計画統一時の
他町との調整

近隣の産業開発の動向
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埼玉県の都市計画区域図
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２つの地域にまたがる市街地
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本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業



10

本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業
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事業のこれまでと課題

本庄早稲田周辺土地区画整理事業の経緯
平成 ５年 ８月 本庄地方拠点都市地域の地域の知事指定

平成１３年１２月 埼玉県と本庄市から地域振興整備公団に事業要請

平成１５年 ３月 都市計画決定

５月 地域公団の先行買収の中止 （市が希望者から買取）

平成１６年 ３月 上越新幹線「本庄早稲田駅」開業

７月 都市再生機構発足（地域公団が都市再生機構へ移行）

平成１７年 ８月 事業面積を154ｈａから64ｈａに縮小し、地権者に事業

協力を要請

平成１８年 ９月 事業計画の認可

課題
■どう実効性のあるものにするか

■事業区域の縮小→区域外となった３つのエリア

■まちづくりの視点→市民・内外の理解をどうやって得るか
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「本庄新都心地区」 整備区域図
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まちづくりに魂を

めざす姿

将来を見据えたコンセプトの確立

〔まちづくりのコンセプト〕

憩いと賑わいがあり愛着の持てる緑豊かな環境共生都市

・働く、暮らす、遊ぶ、学ぶ活力にあふれているまち
・水や緑の自然環境・原風景との調和・共生したまち
・地域のつながり（コミュニティ）や歴史を継承したまち
・地域住民参加型のまちづくり

「孫子の代まで引き継いでいけるまちづくり」
①市の新たな顔 ②豊かな自然環境 ③ユニバーサルデザイン

実効性のあるものとするための仕掛け（ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ）

住民参加／明確な方針／メッセージ／多面的な戦略

まちづくりに魂を
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これからのまちづくり

本庄早稲田駅周辺における景観の取組み

「街並み誘導方針（まちづくりガイドライン）」

１街並み景観づくりの基本方針

２街並みの形成の基本的な考え方と、地区に共通の配慮事項

３ゾーン毎の街並みイメージと配慮事項

４街並み要素毎の配慮事項の詳細

■主な配慮事項

・建物の高さ・・・マリーゴールドの丘、本庄早稲田駅、主要な交差点など

の眺望点から、本庄を取り囲む赤城山や浅間山等への

眺望を損ねないよう配慮する。

・植 栽 ・・・外構の緑化に努め、特に、敷地のシンボルとなる高木、

あるいは小樹林を設け、地域の樹種を積極的に取り入れる。



15

本庄早稲田駅周辺の整備イメージ
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ゾーンごとの街並みイメージ・配慮事項
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本庄早稲田の杜づくり

まちづくりのコンセプト

①新たな顔としてのまちづくり

②豊かな自然環境と調和したまちづくり

③ユニバーサルデザインとしてのまちづくり

杜づくりとは、人の活動と自然環境が調和した、環境負荷の小さい循環型都市

づくりを、市民・事業者・行政のパートナーシップで推進していくことを意味します。
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まとめ

■ 山積する都市整備の課題

1 首都圏に位置し、面積的に小さい（約９０㎢）にもかかわらず、

３つのエリア（都市計画区域）が存在する

２ インフラ整備をしたところでも、未だストックが充分な状況にない。

意図した役目を果たすためには、今後もさらなる投資が必要

３ 地の利を活かして、将来に向けた開発を継続中

４ しかしながら、採算性・実効性等に充分な配慮も求められる

市民・民間との協働のまちづくりがキーワード

これを実現するためにも、コンセプト 「魂」が重要である


